
高知県内の JA職員と農家がともに支え合い、農家・消
費者の暮らしを豊かにし、高知の農業を発展させること
を目的として制作したロゴマークです。

マークは、高知県のみどりの大地から新しい芽 ( 作物・
情報 )が成長している状態を表し、またその芽は、全国・
未来へと繋げる「発信の象徴」でもあります。
水色のドットは清らかで豊かな高知の水を、オレンジの
ドットは大地に降りそそぐ太陽、ピンクのドットは人々
のつながりを育む愛情を表しています。これら3つのドッ
トは新しい芽に栄養を与え育てる養分の役割を持ってい
ます。

高知県農業協同組合
〒781-8510  高知県高知市五台山5015番地1
TEL 088-821-6091  FAX 088-856-6980

https://ja-kochi.or.jp/

マスコットキャラクター

コチット

JA 高知県の広報宣伝部長で、種の妖精。
モチーフは「種」と「ウサギ」。
JA高知県のロゴマークと同様、3色のドットが示す「水」・
「太陽」・「愛情」から作られており、高知のあぐり (農業 )
の神様に仕え、県内各地の農業と暮らしが豊かになる「幸
せの種」として駆け巡ります。
「コチット」はウサギのように駆け巡る高知 ( コウチ ) の
ラビットから名付けられました。

令和 2年度事業報告：令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日
令和 3年度事業計画：令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日

高知県農業協同組合
※この資料は総代会当日に必ずご持参ください。
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Ｊ Ａ 綱 領
― わたしたちＪＡのめざすもの ―

　わたしたちＪＡの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価値・原則（自主、
自立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動します。
　そして、地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の革新をはかります。
さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より民主的で公正な社会の実現
に努めます。
　このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組織としての社
会的役割を誠実に果たします。

わたしたちは、
１．地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。

１．環境・文化・福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。

１．ＪＡへの積極的な参加と連帯によって、協同の成果を実現しよう。

１．自主・自立と民主的運営の基本に立ち、ＪＡを健全に経営し信頼を高めよう。

１．協同の理念を学び実践を通じて、共に生きがいを追求しよう。

ＪＡ高知県経営理念

＜経営理念＞

高知県の豊かな自然の恵みを生かして、組合員・地域の皆様と共により良い「未来」を
つくります。

＜経営方針＞

・地域農業を振興し、農業者の所得増大を実現します。
・人と人とのつながりを大切にし、心豊かな地域社会を創造します。
・新たな改革に挑戦し続け、さらなる協同の成果を実現します。

©みんなのよい食プロジェクト

令和２年度「ごはん・お米とわたし」
作文・図画高知県コンクール

図画の部

『おいしいたけのこ寿司』
安芸市立土居小学校　北川 紗彩さん（４年生）

『春のおとずれ』
土佐市立高岡第一小学校　公文 佑芽さん（４年生）

特選

特選
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1

組合員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日頃は
当組合の事業運営に格段のご理解とご協力をいただいておりますことに、心より感謝とお
礼を申し上げます。
初めに、米の不適切な取扱いなど複数の不祥事の発生につきましては、皆様に大変ご迷
惑、ご心配をお掛けしたことを深くお詫び申し上げます。こうした事態が二度と起こるこ
とのないよう全役職員に対するコンプライアンス意識を徹底するとともに、相互牽制機能
を果たす経営体制の構築に取組んでまいります。
さて、令和２年度は新型コロナウイルスの感染拡大によって、農畜産物の需要低迷など
昨年度に続き農業分野全般において甚大な影響を生じる１年となりました。新型コロナウ
イルス感染症対策として、花きや果実、業務用野菜の販売促進活動、国の支援事業の申請
支援、既存融資の条件緩和、共済証書貸付の金利免除などを実施し、影響緩和に取組んで
まいりました。
また、長期化するマイナス金利などの影響で、持続可能な経営の確立が急務となってお
ります。急激な経営環境の変化への対応策として、令和５年度までの重点的な施策をとり
まとめた新たな３か年計画案を策定しました。確固たる経営基盤の確立により収支均衡を
図り、今後とも「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を柱とする『自
己改革』を進めてまいります。
一方、政府の『農協改革』については、改正農協法の施行（平成 28 年４月１日）から
５年が経過し、准組合員の事業利用等の在り方について見直し時期を迎えました。自己改
革の取組に対しては一定の評価が得られておりますが、今後の動向に注視していく必要が
あります。
当組合では、これからも経営理念に掲げる「より良い未来」に向けて自己改革の取組を
一層強化し、組合員の皆様と一緒にあるべき姿のＪＡづくりに取組んでいく所存でござい
ます。
引き続き、当組合へのご支援とご協力を賜りますようお願いいたしますとともに、組合
員の皆様のご健勝とご多幸を心からご祈念申し上げ、あいさつといたします。

ご あ い さ つ

組合員のみなさまへ

高知県農業協同組合
代表理事組合長　秦泉寺　雅一
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●当該事業年度における事業の経過
①農業振興の取組

　「㈱アグリード土佐あき」では、５年目の
ナスの定植を迎えました。

㈱アグリード土佐あきナスの定植

　「機能性表示食品」をＰＲするため３月か
ら新たな袋での出荷を始めました。

新たな包装袋によるナス出荷開始

　コロナ禍で需要が低迷する果実などの農業
者を応援しようと、即売会を開きました。

コロナ禍の農業者を応援

　濵田省司知事らに令和３年度の農業振興に
関する施策を要請しました。

県への農業振興に関する要請

　高知県立農業大学校の学生を受け入れまし
た。　

農大生のインターンシップ受入

　収穫体験や生産者らとの意見交換を通じ、
就農希望者に農業現場を紹介しました。

農業体験ツアーの開催
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②地域振興の取組

　あぐりスクールを通じて県内各地で食農教
育活動に取組みました。

県内各地であぐりスクールを開催

　消防指令車と高度救命処置用資機材を寄贈
し、地域貢献活動に取組みました。

消防指令車等を寄贈

　ＪＡ高知厚生連に県内産の黄ユズ 45キロ
を寄贈しました。

ＪＡ高知厚生連へユズを寄贈

　女性部による手作り味噌の加工、提供を行
い、地域との絆を深めました。

学校給食センターへの手作り味噌の提供

　花の植え付けや清掃活動を通じて環境美化
に取組みました。

環境美化への取組

　お弁当作りなどを通じ、子どもたちに県産
農産物の美味しさを伝えました。

出前授業による県産農産物のＰＲ
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③組織活動の取組

　女性部南国市地区大篠支部は、新型コロナ
ウイルスによる影響で休止していた「大篠子
ども食堂」を昨年６月に再開しました。

子ども食堂を再開

　青壮年部春野本部は、有害鳥獣や病害虫の
温床となる耕作放棄地の解消に向け、草刈り
機やトラクターで農地復元に取組みました。

耕作放棄地を農地に復元

　「土佐の豊穣祭 2020」など県内各地のイ
ベントに出店し、地元の味をＰＲしました。

イベントへの出店

　肥料袋、園芸ハウス施設の被覆資材などを
回収し、自然環境・農業環境の保全に取組み
ました。

廃プラ等の回収

　地域の警察署や市役所と協力し、市民らに
交通安全を促しました。

交通安全運動

　女性部、青壮年部は、常勤役員との対話集
会を行い、自己改革の取組などを議論しまし
た。

女性部、青壮年部との対話集会
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④特筆すべき事項

　昨年４月、県らと「土佐あかうし」の独自の格付
け制度「ＴＲＢ（土佐あかうしらしい肉）格付」の
制度を導入しました。
　土佐あかうしは、うまみと甘みを蓄えた赤身肉な
がらサシが少ないことから、評価が価格に反映され
にくいという課題がありました。
　「ＴＲＢ格付」により赤身肉の付加価値を高め、
プレミアムブランド化を進めていきます。

ＴＲＢ格付け制度の導入

　香美地区物部柚子生産部会の「物部ゆず」が、地
理的表示（ＧＩ）保護制度に登録されました。
　全国に出荷される青果ユズの約５割が県産で、そ
のうち７割を香美市物部町で生産する「物部ゆず」
が占めています。
　ＧＩ登録により、「地域ブランド」として全国に
発信し、「物部ゆず」の生産振興を通じて地域の活
性化につなげていきます。

「物部ゆず」ＧＩ登録

　生産者と農業に携わりたい人を
つなぐ求人サイトとして昨年７
月、ＪＡ高知県農業求人情報サイ
ト「あぐりマッチこうち」を開設
しました。

「あぐりマッチこうち」を開設

　当組合の広報誌「こうぐり」が、「日本地域情報
コンテンツ大賞2020」（旧日本タウン誌・フリーペー
パー大賞）の企業誌部門で令和元年度に続き優秀賞
を受賞しました。
　また、令和２年度から新たに追加された動画部門
にもエントリーし、優秀賞を受賞しました。

日本地域情報コンテンツ大賞 2020で優秀賞を受賞
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Ｊ Ａ 綱 領
― わたしたちＪＡのめざすもの ―

　わたしたちＪＡの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価値・原則（自主、
自立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動します。
　そして、地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の革新をはかります。
さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より民主的で公正な社会の実現
に努めます。
　このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組織としての社
会的役割を誠実に果たします。

わたしたちは、
１．地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。

１．環境・文化・福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。

１．ＪＡへの積極的な参加と連帯によって、協同の成果を実現しよう。

１．自主・自立と民主的運営の基本に立ち、ＪＡを健全に経営し信頼を高めよう。

１．協同の理念を学び実践を通じて、共に生きがいを追求しよう。

ＪＡ高知県経営理念

＜経営理念＞

高知県の豊かな自然の恵みを生かして、組合員・地域の皆様と共により良い「未来」を
つくります。

＜経営方針＞

・地域農業を振興し、農業者の所得増大を実現します。
・人と人とのつながりを大切にし、心豊かな地域社会を創造します。
・新たな改革に挑戦し続け、さらなる協同の成果を実現します。
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